
（
租
税
判
例
研
究
）
 
 

国
税
徴
収
法
施
行
令
第
一
三
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
 
 

同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 

茂
 
木
 
繁
 
 一
 
 

（
楓
税
甥
論
財
究
群
数
納
）
 
 
 



国
税
徴
収
法
施
行
合
第
〓
ニ
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
岡
旅
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 
 

国
税
徴
収
法
彗
一
入
条
同
施
行
令
第
三
条
 
法
人
税
法
（
昭
和
四
五
年
法
律
第
三
七
号
改
正
前
）
奔
二
条
第
一
〇
号
 
 
 

東
京
地
裁
 
昭
和
四
六
年
二
月
一
五
日
判
決
 
 
 

（
昭
和
四
四
年
（
行
り
）
第
三
号
、
原
告
ス
チ
エ
ワ
ー
ト
商
事
株
式
会
社
被
告
東
京
国
税
局
長
、
第
二
次
納
税
義
務
告
知
処
分
取
消
等
 
 
 

事
件
）
行
裁
例
集
二
二
巻
一
、
二
号
五
三
頁
判
例
時
璽
ハ
〇
七
号
四
〇
頁
 
 
 

〔
事
実
〕
 
 

一
髪
口
Y
国
税
局
長
は
、
昭
和
四
三
年
五
月
一
八
日
原
告
Ⅹ
商
事
（
株
）
（
以
下
「
原
告
会
社
」
と
い
う
）
に
対
し
、
訴
外
M
通
商
（
株
）
（
以
 
 

下
「
滞
納
会
社
」
と
い
う
）
 

き
、
五
、
一
五
八
万
九
、
犬
五
〇
円
を
限
度
額
と
し
た
第
二
次
納
税
義
務
に
つ
い
て
納
付
の
告
知
を
お
こ
な
っ
た
。
 
 

Ⅴ
由
税
局
長
が
、
原
告
会
社
に
攣
戻
納
税
義
務
を
賦
課
し
た
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
小
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
鳶
 
 

1
 
滞
納
会
社
は
、
昭
和
三
五
年
六
月
二
言
銑
鉄
鋳
物
製
晶
の
製
造
販
売
お
よ
び
輸
出
入
販
売
を
目
的
と
し
て
、
本
店
を
千
代
田
区
神
田
 
 
 

淡
路
町
一
ノ
九
に
置
き
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
同
三
七
年
八
月
二
〇
日
に
同
区
神
田
鎌
倉
町
三
に
移
転
し
、
さ
ら
に
同
四
〇
年
五
月
二
五
日
 
 
 

に
同
区
神
田
須
田
町
二
1
七
に
移
転
し
営
業
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
四
〇
年
七
月
二
七
日
に
至
っ
て
前
記
国
税
を
納
付
し
な
い
ま
ま
解
 
 
 

散
し
、
翌
八
月
二
〇
日
付
契
約
に
基
づ
い
て
右
滞
納
国
税
を
除
い
て
殆
ん
ど
す
べ
て
の
資
産
負
債
宅
原
告
会
社
に
譲
渡
し
無
資
産
と
な
 
 

っ
た
。
 
 

2
原
告
会
社
は
、
昭
和
四
〇
年
四
月
五
日
㈱
M
通
商
と
い
う
滞
納
会
社
（
M
通
商
㈱
）
に
類
似
し
た
商
号
で
、
滞
納
会
社
と
同
じ
事
業
目
 
 
 

的
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
、
本
店
を
北
区
王
子
二
1
五
に
定
め
て
い
た
が
、
後
者
の
資
産
負
債
を
譲
り
受
け
た
後
、
本
店
を
同
年
九
月
妄
 
 

同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 
 



一
九
八
 
 

同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 

日
忙
滞
納
会
社
の
本
拠
で
あ
っ
た
前
記
神
田
須
田
町
二
－
七
に
移
転
し
、
同
月
三
〇
日
に
現
在
の
商
号
で
あ
る
Ⅹ
商
事
鯛
と
変
更
し
た
も
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

原
告
会
社
が
、
滞
納
会
社
と
「
特
殊
な
関
係
の
あ
る
同
族
会
社
（
徴
収
法
撃
二
八
粂
）
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
両
会
社
 
 

の
株
主
構
成
は
次
表
の
と
お
り
（
こ
の
両
会
社
の
各
発
行
済
株
式
数
お
よ
び
各
株
主
の
持
株
数
に
つ
い
て
は
争
い
は
な
い
）
で
あ
っ
て
、
 
 

滞
納
会
社
は
取
締
役
A
、
同
E
お
よ
び
B
を
判
定
の
基
礎
と
し
て
法
人
税
法
 
（
昭
和
四
五
年
法
律
第
三
七
専
攻
正
前
の
も
の
、
以
下
同
 
 

じ
）
籍
二
条
一
〇
号
の
同
族
会
社
に
該
当
す
る
し
、
か
つ
ま
た
原
告
会
社
も
こ
れ
ら
三
名
（
代
表
取
締
役
A
、
取
締
役
B
、
同
E
）
を
判
 
 

滞
 
納
 
会
 
社
 
 

M
 
通
 
商
 
株
 
式
 
会
 
社
 
 

（
株
式
発
行
総
数
一
〇
、
0
0
0
株
 
 

一
位
A
 
 

二
位
B
 
 
 

三
位
C
 
 
 

四
位
D
 
 

五
位
E
 
 

六
位
F
 
 

七
位
G
 
 

二
六
〇
〇
株
（
 
 
 

六
〇
〇
株
（
 
 
 

三
六
〇
株
（
三
 
 
 

三
〇
〇
株
（
 
 
 

三
〇
〇
株
（
 
 

四
〇
〇
株
（
 
 

六
〇
〇
株
（
 
 

虻
∞
∞
榊
）
 
 

譲
受
会
社
（
原
告
会
社
）
 
 

Ⅹ
 
商
 
事
 
株
 
式
 
会
 
社
 
 

（
株
式
発
行
総
数
 
五
、
0
0
0
株
）
 
 

一
、
0
0
0
株
（
二
〇
％
）
 
 
 

八
〇
〇
株
（
一
六
％
）
 
 

八
〇
〇
株
（
一
六
％
）
 
 
 

八
〇
〇
株
（
一
六
％
）
 
 
 

八
〇
〇
株
（
一
六
賂
）
 
 
 



定
の
基
礎
と
し
て
同
族
会
社
に
該
当
す
る
か
ら
、
滞
納
会
社
と
原
告
会
社
と
は
徴
収
法
施
行
令
第
三
条
一
項
七
号
に
規
定
す
る
特
殊
関
 
 
 

係
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 

二
 
こ
の
納
付
の
告
知
に
対
し
、
遠
告
会
社
は
Y
国
税
局
長
に
対
し
、
昭
和
四
三
年
六
月
一
八
日
に
異
議
の
申
立
て
を
し
た
が
、
Y
国
税
局
長
 
 

ほ
同
年
九
月
三
日
に
こ
の
申
立
に
つ
い
て
棄
却
の
決
定
を
し
、
同
年
一
〇
月
二
四
日
右
棄
却
決
定
の
謄
本
が
原
告
会
社
に
送
達
さ
れ
た
も
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
Y
国
税
局
長
が
原
告
会
社
に
対
し
、
徴
収
法
第
三
八
粂
に
瀕
定
す
る
第
二
次
納
税
義
務
の
課
税
要
件
あ
り
と
し
て
納
付
の
 
 

告
知
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
原
告
会
社
は
、
被
告
Y
国
税
局
長
の
主
張
す
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
争
っ
て
お
り
、
 
 

そ
の
主
張
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

l
 
原
告
会
社
は
滞
納
会
社
と
「
特
殊
関
係
」
に
な
い
。
 
 
 

滞
納
会
社
が
同
族
か
香
か
を
判
定
す
る
基
礎
株
主
に
、
被
告
が
第
五
順
位
の
株
主
を
加
え
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
持
株
数
の
最
も
多
 
 
 

い
者
か
ら
順
次
に
株
主
を
選
定
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
滞
納
会
社
に
つ
い
て
は
、
A
、
B
両
名
の
み
で
も
っ
て
同
族
会
社
に
該
 
 
 

当
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
は
A
、
B
の
み
で
あ
り
、
被
告
が
A
、
B
、
E
の
三
名
を
滞
納
会
社
と
璧
口
会
社
 
 
 

に
共
通
す
る
判
定
の
基
礎
株
主
と
し
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
 
 
 

2
 
滞
納
会
社
か
ら
の
事
業
の
譲
り
受
け
は
な
い
。
 
 
 

譲
渡
契
約
は
、
清
算
中
の
滞
納
会
社
と
原
告
会
社
と
の
間
で
結
ば
れ
た
が
、
そ
の
実
質
は
清
算
事
務
の
代
行
に
す
ぎ
ず
、
滞
納
会
社
の
事
 
 
 

業
と
し
て
は
、
そ
こ
で
断
ち
き
ら
れ
、
原
告
会
社
に
は
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
の
譲
り
受
け
は
な
い
。
 
 
 

3
 
原
告
会
社
は
滞
納
会
社
と
同
一
と
み
ら
れ
る
場
所
で
営
業
し
て
い
な
い
。
 
 

同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 
 



同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 

二
〇
〇
 
 
 

滞
納
会
社
の
住
所
は
1
昭
和
三
七
年
八
月
二
〇
日
以
降
は
、
千
代
田
区
神
田
鎌
倉
町
三
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
な
く
、
他
方
原
告
会
社
の
 
 
 

住
所
は
同
四
〇
年
四
月
五
日
か
ら
九
月
一
四
日
ま
で
北
区
王
手
二
－
五
で
あ
り
、
同
月
〓
九
日
以
降
は
千
代
田
区
神
田
須
田
町
二
－
七
で
 
 
 

あ
っ
て
、
滞
納
会
社
と
同
一
と
み
ら
れ
る
場
所
で
営
業
し
た
こ
と
は
な
い
。
 
 
 

4
 
被
告
ほ
、
滞
納
国
税
の
納
期
限
で
あ
る
昭
和
四
〇
年
四
月
〓
ハ
日
当
時
、
あ
る
い
は
そ
の
後
で
あ
っ
て
も
十
分
滞
納
会
社
か
ら
徴
収
す
 
 

る
こ
と
が
可
経
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
 
 
 

5
 
撃
一
次
納
税
義
務
は
譲
受
財
産
を
限
度
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
譲
渡
契
約
の
内
容
に
よ
れ
ば
」
譲
受
財
産
は
ゼ
ロ
の
状
態
で
あ
 
 
 

り
（
清
算
事
務
の
代
行
に
す
ぎ
ず
、
第
二
次
納
税
義
務
の
納
付
告
知
の
あ
っ
た
昭
和
四
三
年
五
月
以
前
に
お
い
て
、
そ
の
清
算
事
務
は
終
 
 
 

了
し
、
滞
納
会
社
の
資
産
は
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
）
■
第
二
次
納
税
義
務
は
生
じ
な
い
。
 
 
 

〔
判
旨
〕
 
 

一
う
本
判
決
で
は
、
兎
ず
原
告
会
社
と
滞
納
会
社
と
が
徴
収
法
第
三
八
条
に
い
う
特
殊
関
係
に
あ
る
か
杏
か
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
、
そ
の
結
 
 

果
原
告
会
社
の
こ
の
点
に
幽
す
る
主
張
を
客
観
t
て
、
特
殊
関
係
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
、
そ
の
他
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
判
断
を
下
す
こ
 
 

と
も
な
く
、
Y
国
税
愚
長
の
な
し
た
廃
土
次
納
税
養
務
に
基
づ
く
納
付
告
知
処
分
を
適
法
と
認
め
取
滴
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

二
 
滞
納
会
社
と
原
告
会
社
が
特
殊
関
係
で
あ
る
と
す
る
に
は
、
滞
納
会
社
に
つ
い
て
の
同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
全
部
ま
た
は
一
 
 

部
を
判
定
の
基
礎
と
し
セ
、
鹿
告
会
社
が
同
族
会
社
に
該
当
す
る
こ
と
を
要
す
る
（
徴
収
法
施
行
令
弟
三
条
一
項
七
号
）
。
本
判
決
で
は
同
 
 

族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
、
被
告
Y
周
税
局
膚
は
法
人
税
法
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

「
法
人
税
法
撃
一
条
籍
一
〇
号
に
よ
れ
ば
、
株
式
会
社
た
る
同
族
会
社
と
は
、
用
株
主
の
三
人
以
下
お
よ
び
こ
れ
ら
の
同
族
関
係
者
が
所
有
 
 
 



す
る
株
式
の
総
数
が
そ
の
会
社
の
発
行
済
株
式
絵
数
の
五
〇
％
以
上
に
相
当
す
る
会
社
、
回
株
主
の
四
人
お
よ
び
こ
れ
ら
の
同
族
関
係
者
が
所
 
 

有
す
る
株
式
の
総
数
が
そ
の
会
社
の
発
行
済
株
式
総
数
の
六
〇
％
以
上
に
相
当
す
る
会
社
、
M
株
主
の
五
人
お
よ
び
こ
れ
ら
の
同
族
関
係
者
が
 
 

所
有
す
る
株
式
の
総
数
が
そ
の
会
社
の
発
行
済
株
式
絃
数
の
七
〇
％
以
上
に
相
当
す
る
会
社
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
措
称
す
る
と
こ
 
 

ろ
、
そ
も
そ
も
、
同
族
会
社
を
法
人
税
法
上
特
別
に
規
制
す
る
理
由
は
、
同
族
会
社
に
お
い
て
は
、
少
数
の
株
主
に
よ
っ
て
会
社
の
意
思
決
定
 
 

が
支
配
さ
れ
る
可
能
性
が
強
く
、
こ
れ
が
た
め
非
同
族
会
社
に
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
特
殊
な
取
引
経
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
等
が
多
い
こ
と
に
よ
 
 

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
同
族
会
社
か
香
か
を
判
定
す
る
実
質
的
条
件
は
最
少
限
の
株
主
に
よ
っ
て
会
社
の
支
配
が
可
能
な
場
会
に
は
1
 

直
ち
に
こ
れ
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
即
ち
、
例
え
ば
右
に
示
し
た
川
の
基
準
に
該
当
す
る
会
社
に
つ
い
て
は
、
 
 

既
に
三
人
以
下
の
株
主
で
会
社
の
運
営
の
支
配
が
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
同
族
会
社
と
判
定
し
う
る
以
上
、
右
会
社
が
さ
ら
に
回
ま
た
 
 

は
M
の
基
準
に
も
該
当
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
点
ま
で
同
族
会
社
と
判
定
す
る
基
準
に
加
え
る
の
は
全
く
無
意
味
で
あ
る
。
逆
に
い
え
 
 

ば
、
回
ま
た
は
㈹
の
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
株
主
の
三
人
以
下
お
よ
び
そ
の
同
族
関
係
者
だ
け
、
ま
た
は
株
主
の
四
人
お
よ
び
そ
の
同
族
関
係
者
 
 

だ
け
で
は
会
社
を
支
配
す
る
可
能
性
が
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
、
は
じ
め
て
会
社
の
支
配
可
熊
性
を
認
識
さ
せ
る
独
自
の
基
準
と
し
 
 

て
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
さ
ら
に
川
の
基
準
に
該
当
す
る
会
社
の
う
ち
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
株
主
が
 
 

一
人
ま
た
は
二
人
だ
け
で
そ
の
運
営
を
支
配
す
る
こ
と
が
可
能
と
み
ら
れ
る
場
合
（
即
ち
五
〇
％
以
上
の
株
式
を
保
有
す
る
場
合
）
も
あ
る
 
 

が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
右
会
社
は
そ
の
一
人
ま
た
は
二
人
の
株
主
に
よ
っ
て
同
族
会
社
と
判
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
余
の
痍
主
 
 

は
、
す
べ
て
そ
の
会
社
の
運
営
上
の
実
質
的
な
影
響
は
な
い
と
観
念
さ
れ
、
従
▲
つ
て
こ
れ
ら
を
そ
の
会
社
の
同
族
判
定
株
主
の
範
囲
に
含
ま
し
 
 

め
る
合
理
的
根
拠
は
全
く
な
い
。
こ
の
点
と
異
な
る
被
告
の
見
解
は
、
当
裁
判
所
の
と
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
 
 
 

さ
ら
に
本
判
敢
は
徴
収
法
施
行
令
第
三
粂
一
項
七
号
に
つ
い
て
は
、
「
「
：
…
・
そ
の
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
又
ほ
社
員
…
…
の
全
部
叉
 
 

同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 
 



同
族
判
定
の
基
経
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 

二
〇
二
 
 

は
一
部
を
判
定
め
基
礎
と
し
て
同
族
会
社
に
該
当
す
る
他
の
会
社
」
と
規
定
し
、
「
判
定
の
基
礎
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
」
と
は
規
定
し
て
 
 

い
な
い
し
、
実
質
的
に
い
っ
て
も
、
第
二
次
納
税
義
務
と
し
て
の
責
任
を
負
担
さ
せ
る
よ
う
な
特
殊
関
係
を
認
め
る
た
め
に
は
、
単
に
そ
の
会
 
 

社
と
滞
組
会
社
と
の
間
で
双
方
の
同
族
判
定
株
主
の
一
部
だ
け
が
共
通
で
あ
り
さ
え
ず
れ
ば
足
り
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
会
社
が
滞
 
 

納
会
社
の
支
配
的
な
株
主
の
全
部
又
は
一
部
に
よ
っ
て
完
全
に
一
方
的
な
支
配
を
受
け
う
る
程
度
の
従
属
的
関
係
に
立
つ
こ
と
を
必
要
と
す
る
 
 

と
解
す
る
の
を
相
当
と
し
、
施
行
令
発
一
三
条
簾
一
項
第
七
号
の
演
定
す
る
と
こ
ろ
も
、
そ
の
趣
旨
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
 
と
い
う
 
 

判
断
を
下
し
て
い
る
。
 
 
 

t
評
釈
〕
 
 
 

判
旨
に
は
疑
阻
が
あ
る
っ
 
 

一
本
判
決
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
徴
収
法
第
三
八
条
の
「
納
税
者
と
特
殊
な
関
係
の
あ
る
同
族
会
社
」
に
該
当
す
る
要
件
と
し
て
の
同
法
施
行
令
 
 

簾
一
三
条
一
療
七
号
に
規
定
す
る
同
族
か
否
か
を
「
判
定
す
る
基
礎
と
な
っ
た
株
主
」
の
範
囲
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
に
あ
る
。
 
 
 

法
人
が
同
族
会
社
で
あ
る
か
香
か
に
つ
い
て
判
定
を
下
す
必
要
は
、
本
来
法
人
税
法
が
同
族
会
社
に
対
し
て
、
特
別
の
扱
い
（
留
保
金
に
対
 
 

す
特
別
課
税
、
行
為
計
算
の
否
認
、
役
員
に
対
す
る
賞
与
に
関
す
る
課
税
の
特
例
（
法
、
六
七
、
一
三
二
、
三
五
、
同
令
七
一
）
）
を
す
る
こ
 
 

と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
概
念
の
廓
釈
の
問
題
は
、
本
来
は
法
人
 
 

税
法
の
解
釈
分
野
で
あ
り
、
本
件
事
例
の
場
合
も
法
人
税
法
第
二
粂
一
〇
号
の
現
定
の
意
義
を
め
ぐ
る
解
釈
が
そ
の
結
論
の
分
岐
点
と
な
る
の
 
 

で
あ
る
。
 
 

徴
収
法
に
お
い
て
は
、
第
三
七
条
お
よ
び
撃
二
八
粂
を
う
け
る
施
行
令
第
三
条
に
同
族
会
社
の
「
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
」
と
い
う
 
 

（
注
）
 
 

法
律
要
件
が
親
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
件
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
う
る
の
で
あ
る
。
 
 
 



（
注
）
 
こ
の
ほ
か
に
周
族
会
社
の
「
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
」
と
い
う
要
件
が
、
法
文
上
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
人
税
法
施
行
令
第
七
一
条
（
昭
 
 

和
四
五
年
改
正
前
の
も
の
）
と
国
税
通
則
法
施
行
令
第
三
四
条
五
号
と
が
あ
る
。
 
 
 

二
 
本
件
判
決
は
、
徴
収
関
係
訴
訟
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
の
よ
う
で
あ
る
が
、
本
件
同
様
同
族
会
社
に
つ
い
て
「
判
定
の
基
礎
と
な
っ
 
 

た
株
主
」
か
石
か
が
争
点
と
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
の
法
人
税
法
施
行
合
算
七
一
条
（
使
用
人
兼
務
役
員
と
さ
れ
な
い
役
員
）
四
 
 

号
の
解
釈
を
め
ぐ
る
法
人
税
の
課
税
処
分
取
消
請
求
事
件
の
判
決
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
一
、
二
審
で
反
対
趣
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
て
い
 
 

る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
 
 
 

そ
の
第
一
審
の
判
決
（
東
京
地
裁
、
四
五
年
七
月
七
日
、
昭
四
二
（
行
り
）
一
二
九
、
判
例
時
報
六
〇
七
号
四
〇
頁
）
で
は
、
本
件
判
決
と
全
 
 

く
同
趣
旨
の
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
控
訴
審
（
東
京
高
裁
、
四
七
年
二
月
二
八
日
、
昭
四
五
（
行
コ
）
五
二
）
に
お
い
て
は
、
次
の
 
 

よ
う
な
理
由
を
あ
げ
て
一
審
と
は
反
対
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
①
役
員
に
対
す
る
賞
与
に
関
す
る
課
税
の
特
例
の
演
定
（
法
三
五
・
Ⅱ
、
Ⅴ
、
同
令
七
一
）
の
趣
旨
が
、
同
族
囲
係
者
の
持
株
 
 

を
通
し
て
会
社
経
営
に
あ
る
程
度
の
支
配
権
を
持
ち
う
る
立
場
に
あ
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
賞
与
を
本
来
の
役
員
に
対
す
る
も
の
と
同
じ
に
扱
 
 

う
と
い
う
こ
と
に
あ
る
こ
と
、
②
か
つ
、
法
人
儲
法
第
二
粂
一
〇
号
の
規
定
に
は
、
川
な
い
し
M
の
要
件
の
適
用
の
順
序
あ
る
い
は
そ
の
要
件
 
 

相
互
間
の
優
先
劣
後
の
関
係
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
し
て
い
な
い
し
、
他
に
こ
の
点
の
定
め
も
な
い
と
い
う
こ
と
、
③
さ
ら
に
、
一
審
判
決
の
 
 

よ
う
に
解
す
る
と
、
全
株
主
の
持
株
比
率
が
二
〇
％
ず
つ
で
あ
る
同
族
会
社
に
お
い
て
は
、
何
人
を
同
族
判
定
株
主
と
す
べ
き
か
疑
問
が
残
る
 
 

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
 
 

三
 
本
件
で
は
、
滞
納
会
社
の
同
族
判
定
に
お
い
て
、
法
人
税
法
第
二
条
一
〇
号
の
川
、
回
、
M
の
全
部
に
該
当
す
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
 
 

う
ち
い
ず
れ
に
よ
っ
て
同
族
会
社
と
判
定
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
 
 

同
族
判
定
の
基
礎
と
尭
づ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 
 



同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 

二
〇
四
 
 

形
式
的
に
み
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
同
族
会
社
の
定
義
と
し
て
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
を
い
う
」
と
規
定
し
て
い
る
の
み
で
、
適
 
 

用
の
順
序
等
の
明
親
は
な
い
か
ら
同
号
の
川
、
回
、
M
の
全
部
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
同
族
会
社
が
当
然
あ
り
う
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

も
っ
と
も
本
件
事
例
の
よ
う
に
「
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
」
の
確
定
を
要
件
と
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
同
族
会
社
か
否
か
の
み
が
問
題
 
 

な
の
で
あ
っ
て
滴
記
川
な
い
し
M
に
全
部
該
当
す
る
場
合
で
も
、
そ
れ
以
上
せ
ん
索
の
要
も
な
く
判
定
基
礎
株
主
の
確
定
議
論
の
実
益
は
な
 
 

い
訳
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
」
を
法
律
要
件
と
す
る
兢
定
が
あ
れ
ば
、
そ
の
規
定
の
趣
旨
等
に
つ
い
て
も
実
 
 

質
的
な
検
討
を
お
こ
な
い
、
本
件
判
決
の
よ
う
な
潜
論
が
論
理
的
必
然
的
に
で
て
く
る
も
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

本
件
判
決
で
は
、
同
族
会
社
が
法
人
税
法
上
区
別
さ
れ
る
趣
旨
（
少
数
の
大
株
主
が
会
社
の
意
思
決
定
を
支
配
す
る
可
能
性
が
強
く
、
非
同
 
 

族
に
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
不
合
理
な
取
引
等
が
さ
れ
易
い
こ
と
）
か
ら
、
判
定
の
基
礎
株
主
は
貴
少
限
で
充
足
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
 
 

そ
の
余
の
株
主
は
会
社
の
運
営
支
配
上
実
質
的
影
響
力
が
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
理
 
 

由
か
ら
疑
問
が
あ
る
。
 
 
 

1
 
同
族
会
社
に
つ
い
て
の
趣
旨
ほ
、
判
決
の
の
べ
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
必
ず
し
も
判
定
の
基
礎
株
主
を
最
少
限
に
限
定
す
る
と
 
 

い
う
こ
と
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
少
数
株
主
の
支
配
可
能
性
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
少
数
株
主
と
 
 

い
う
も
の
を
常
に
最
少
限
に
限
定
す
る
と
い
う
必
然
性
は
で
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 
 
 

2
 
会
社
の
運
営
上
実
質
的
影
響
力
が
あ
る
か
香
か
に
 

に
基
準
化
し
た
の
が
、
法
人
税
濫
発
二
条
一
〇
号
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
実
質
的
影
響
力
の
有
無
の
判
断
を
前
提
と
し
て
明
文
 
 
 

に
な
い
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
同
号
の
川
な
い
し
い
に
全
部
該
当
す
る
場
合
に
は
、
 
 
 

実
質
的
影
響
力
あ
る
株
主
の
範
囲
は
、
法
文
上
州
に
規
定
す
る
五
人
（
そ
の
同
族
関
係
者
を
含
む
）
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 



3
 
前
提
控
訴
審
判
決
の
い
う
よ
う
に
ニ
○
％
ず
つ
均
等
所
有
の
場
合
に
、
最
少
限
の
株
主
で
充
足
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
 
 

き
か
。
 
 
 

4
 
本
件
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
第
三
次
納
税
義
務
の
規
定
（
徴
収
法
第
三
八
粂
）
の
趣
旨
は
（
 
「
事
業
の
譲
渡
が
納
税
者
の
特
殊
関
係
者
 
 
 

に
対
し
て
行
わ
れ
、
か
つ
、
そ
の
事
業
形
態
が
譲
渡
前
と
同
様
で
あ
る
場
合
す
な
わ
ち
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
に
親
近
性
が
強
く
、
か
 
 
 

つ
外
形
的
に
事
業
の
同
一
性
を
有
す
る
場
合
に
限
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
譲
渡
が
納
税
者
の
事
業
に
係
る
国
税
の
法
定
納
期
限
の
一
年
前
の
 
 
 

応
答
日
後
に
さ
れ
た
と
き
に
限
定
し
て
、
譲
渡
人
の
租
税
に
つ
き
譲
受
人
に
対
し
第
±
次
納
税
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
し
て
、
徴
税
の
 
 
 

適
正
を
現
す
る
」
 
（
富
国
二
郎
氏
外
二
名
共
編
「
国
税
徴
収
法
精
解
」
四
四
四
頁
）
こ
と
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
▲
る
。
こ
の
趣
旨
か
ら
 
 
 

も
、
親
近
性
の
判
定
基
準
と
し
て
は
、
両
会
社
に
共
通
し
た
少
数
の
株
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
両
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
同
族
会
社
と
判
定
さ
 
 
 

れ
る
こ
と
で
十
分
足
り
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
明
文
が
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
よ
り
狭
く
解
し
、
株
主
数
を
最
少
限
に
限
定
し
 
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
合
理
性
は
な
い
と
考
え
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
滞
納
会
社
の
第
五
順
位
株
主
E
は
、
・
同
社
に
つ
い
て
の
同
族
判
定
の
基
礎
株
主
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
1
原
 
 

告
会
社
に
つ
い
て
む
E
を
判
定
の
基
礎
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
り
、
′
し
た
が
っ
て
、
原
告
会
社
は
滞
納
会
社
と
特
殊
関
係
に
あ
る
と
解
す
る
 
 

の
が
正
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

な
お
、
同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
一
部
だ
け
で
も
両
会
社
に
共
通
し
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
見
解
も
、
て
形
式
的
に
法
文
が
「
…
‥
・
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
そ
の
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
又
ほ
社
早
：
：
ゐ
全
部
又
は
一
部
を
判
定
の
基
礎
と
し
て
同
族
会
社
に
該
当
す
る
」
と
親
定
し
、
「
株
主
叉
 
 

ヽ
ヽ
 
 

は
社
員
の
全
部
又
は
一
部
の
み
を
判
定
の
基
礎
と
し
て
」
と
し
で
い
な
い
点
か
ら
み
れ
ば
、
あ
る
い
は
成
り
立
つ
可
能
性
も
な
い
で
は
な
か
ろ
 
 

う
が
、
前
記
の
法
の
趣
旨
か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
こ
ま
で
「
特
殊
関
係
」
に
あ
る
も
の
の
範
囲
を
拡
げ
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
 
 

同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 
 



た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
判
旨
（
前
掲
判
旨
後
段
部
分
）
は
正
当
で
あ
ろ
う
。
 
 

四
 
最
後
に
問
題
と
な
る
の
ほ
、
四
五
年
改
正
後
の
現
行
法
人
税
法
の
下
で
の
徴
収
法
の
前
掲
各
条
の
解
釈
に
つ
い
て
で
あ
る
。
現
行
法
人
税
 
 

法
施
行
令
第
七
一
条
に
は
、
「
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
」
と
い
う
文
言
が
外
さ
れ
、
よ
り
具
体
的
な
要
件
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
 
 

っ
て
、
現
行
法
人
税
法
の
分
野
で
は
、
「
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
」
．
の
概
念
を
解
釈
上
問
題
に
す
る
実
益
ほ
な
く
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
徴
収
法
の
分
野
で
は
、
依
然
こ
の
概
念
の
確
定
が
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
人
税
法
施
行
令
第
七
一
条
の
改
正
 
 

を
、
従
前
の
よ
う
な
「
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
」
と
い
う
表
現
は
使
用
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
範
囲
を
具
体
的
に
定
め
た
も
の
と
解
す
べ
 
 

（
注
）
 
 

き
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
と
は
関
係
な
く
、
旧
規
定
の
四
号
が
、
一
号
な
い
し
三
号
に
比
し
て
範
囲
が
広
す
ぎ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
最
少
限
 
 

に
絞
ろ
う
と
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
か
で
、
法
人
税
法
改
正
後
の
徴
収
法
分
野
で
の
解
釈
も
異
な
っ
て
く
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

前
者
と
解
す
れ
ば
、
徴
収
法
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
当
然
法
人
税
法
改
正
に
よ
り
ス
ー
レ
ー
ト
に
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
、
本
 
 

件
の
よ
う
な
問
題
は
生
じ
え
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
後
者
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
同
族
判
定
の
基
礎
株
主
の
概
念
を
確
定
す
る
実
益
 
 

は
、
徴
収
法
分
野
の
み
に
残
さ
れ
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
の
法
目
的
′
に
従
っ
て
確
立
さ
れ
て
然
る
べ
 
 

き
で
あ
り
、
必
ら
ず
し
も
改
正
後
の
法
人
税
法
施
行
令
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
合
に
は
、
株
主
三
人
以
内
 
 

の
範
囲
（
法
人
税
法
務
二
条
一
〇
号
の
回
、
ぃ
が
歴
止
さ
れ
た
）
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
本
件
の
よ
う
な
判
定
基
礎
株
主
の
範
囲
を
め
ぐ
 
 

る
解
釈
の
問
題
が
生
じ
う
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
 
 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
法
人
税
法
上
厳
密
に
確
定
す
る
実
益
の
な
く
な
っ
た
「
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
」
を
、
．
徴
収
法
の
解
釈
上
確
定
す
る
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
と
い
う
こ
と
は
、
同
族
の
判
定
自
体
が
本
来
法
人
税
上
の
問
題
で
あ
る
点
か
ら
し
て
不
合
理
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ほ
立
法
的
に
今
後
解
 
 

決
を
因
る
べ
き
で
あ
る
七
考
え
る
。
 
 
 

同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
 
 



（
注
）
 
「
改
正
税
法
の
す
べ
て
（
昭
和
四
五
年
）
」
（
国
税
庁
編
七
四
頁
）
で
ほ
、
こ
の
改
正
の
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
 
 
 

「
こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら
み
て
、
同
族
会
社
の
役
員
の
う
ち
使
用
人
兼
務
を
認
め
な
い
も
の
の
範
囲
は
、
代
表
権
を
も
つ
役
員
す
な
わ
ち
社
長
、
専
務
 
 
 

取
締
役
、
常
務
取
締
役
等
と
同
じ
程
度
に
事
業
経
営
の
支
配
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
に
限
る
と
い
う
基
本
的
方
向
の
も
と
に
、
同
族
会
社
の
判
定
の
基
 
 
 

礎
と
な
っ
た
株
主
グ
ル
ー
プ
で
も
持
株
割
合
の
少
な
い
株
主
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
者
や
、
そ
の
役
員
個
人
と
し
て
、
わ
ず
か
な
株
式
し
か
有
し
な
い
 
 
 

者
ま
た
は
全
く
株
式
を
持
っ
て
い
な
い
者
ほ
使
用
人
兼
務
役
員
と
し
て
認
め
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
…
：
・
。
」
 
 

同
族
判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
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